
身―１小低 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 低 

・対象児童生徒の障害 

 

■知的障害、■自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   

 

課題：手指の巧緻性、目と手の協応 

日常動作や課題に取り組む際に注視することが少なく手

の感覚で取り組もうとすることが多い。また、両手を使

った活動や握る、指先を使う活動について、教員と一緒

に繰り返し経験を積み一人でできる部分を増やしている

段階である。 

・自立活動の目標 服やズボンを表に返すことができるようになる。 

・上記目標に対応する区分 健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き   コミュニケーショ

ン   

・支援の手立て 毎日の更衣で繰り返し取り組む。 

手を入れる場所がわかるよう目の前に広げて示す。 

袖や裾を握ることがわかるよう本児の手を一緒に握って

伝える。 

直接袖や裾を握ることが難しい場合は、ダブルクリップ

とリングを袖や裾につけ、握る動作をわかりやすくする。 

握って返すことができるようになったら、もう一方の手

で支える（握り続ける）練習も行う。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

様子：最初は握らずに手を出し入れするのみだったが、

リングを使ったり、本児の手の上から一緒に握ったりす

ることで自ら握ることが増えてきた。持つよう促すこと

で、左手で支えることができるようになってきた。 

課題：握らずに手を出すことがまだ見られる。最後まで

出し切れず途中で手を離すことが多い。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

成果：言葉かけの仕方や提示方法、タイミングを実践し

ながら考えることができた。 

課題：最後までを伝える方法の検討。 

実践：毎日繰り返し取り組む。リングの使用は１回だけ

だったため効果があったのか不明だが、その次の日以来

自ら握ることが増えた。 



 

 

  
グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・ひききる感覚をつかむために最初は教員が手を添え繰

り返し練習する。ひききる感覚がつかめるまでは支え

る左手は教員が一緒に支える。 

・引っ張る距離を短めから始め、徐々に伸ばしていく。 

・右手の肘を伸ばして前から引っ張るようにすることで

可動域を増やす。 

・ゆっくりひっぱる練習をする。 

・最後がわかるように、ダブルリングをはずれるまでひ

っぱる（すぐにとれるような位置につける） 

・ダブルクリップ＋リングに音つけて意識をむけるきっ

かけにする。 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

様子：目の前で服やズボンを広げて提示すると、自ら手

を入れ返すことが定着した。途中で手をはなすことはま

だ見られるが、ひききることが増えてきた。 

変化：最初は、途中から手を入れると袖や裾の端以外を

握りうまく返せないことが多かったが、端を持つイメー

ジがついてきて、途中からでも端を握ってひききること

ができるようになってきた。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

成果：グループ討議で自分では思いつかない新たな支援

方法に気づけ、実践することができた。 

課題：最後までひききることや返さないといけないとい

うことに気づけるような支援方法の検討。 

実践：袖や裾の端を握ることを教員が手をそえて何度か

練習することで、少し意識が見られるようになった。右

手の肘を伸ばして前から引っ張るようにし、可動域を増

やすことで、勢いよくひききることが増えた。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

 

 

目標：自分で衣服を持ち、返しきることができるように

なる。 

課題：最後までひききれるようになること。 

自分で、左手で衣服を持ちながら返せるようになること。 

机に置いた状態から自分で持ち、返せるようになること。 

言葉かけ無しで、ひとりで返せるようになること。 



身―２小低 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 低 

・対象児童生徒の障害 

 

■知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   

 

お盆を運ぶ際に、お盆を持ち続けて安定させることが難し

く、運ぶ途中で傾けてしまったり、机に置く前に手を放し

てしまったりすることがある。 

・自立活動の目標 

 

配膳された給食を配膳台から自身の机まで両手で持って

運ぶ。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き   コミュニケーション 

・支援の手立て 給食を渡す際に、盆や器を両手で持つ位置や持ち方を一緒

に確認する。盆や器から手が放れそうな様子が見られたら

一緒に持ち直す。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・お盆から手を放したり、お盆を傾けたりするとお皿が落

ちるということを理解していない様子。お盆を机の上に置

くときに、傾いてしまうことが課題である。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・お皿を一つずつ運ばせてみるなどの工夫をしたが、どう

しても汁物の椀がゆらゆらしてこぼれそうになってしま

うため、すべての皿を盆に置いて運ぶほうがよいか、本人

にとって最適な手段を見つけることが課題である。 

・特に机に置くタイミングで傾いて落ちてしまうことが多

いため、その時に本児が意識できるように言葉かけを行

う。 

グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・お皿を 1つずつ乗せ、こぼれにくいものを運んでみる。 

・お盆の上の方を持つように、手を添えて促す。 



 

 

  
２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・持つ位置を上のほうに促すと、お皿を乗せたお盆を持ち

ながら歩くことができた。 

・お盆を机に置く少し前のタイミングで放してしまうこと

が多い。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・お盆の上の方を持つという、現状、本人にとっての最適

である持ち方を見つけることができた。手を放すとお盆が

落ちてこぼれてしまうということを伝えることが難しか

った。 

・お盆を机に置くタイミングで手を放してしまうことが多

いため、その時には教員も前から持って落ちないようにし

ながらも、言葉かけを行って放さないように促す。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

椅子やカバンなどの大きなものや、盆やお椀など小さなも

のを持つ・持ち続ける・運ぶといった経験を積み、手指の

使い方を学んでいく。 



身ー３小低 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 低 

・対象児童生徒の障害 

 

□知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

■その他（ダウン症候群・甲状腺機能低下症） 

・対象児童生徒の課題   

 

立位でバランスをとって靴の脱ぎ履きを行う。  

教員の促しで靴の脱ぎ履きができるようになってきてい

る。床に座って履き替えることが多いため、立位での脱

ぎ履きが課題である。 

・自立活動の目標 

 

手で支える場所を確認し、立位で履き替えをすることが

できる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き  コミュニケーション   

・支援の手立て ズボンや靴の履き替えの前に、立位で履き替えるように

促す。壁やロッカー等支える場所を確認し、バランスを

とって履き替えることができるようにする。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

教員の促しがなくても、少しずつ立位で靴やズボンの履

き替えができるようになってきた。靴のテープがきつく

閉じている時や、かかとが入りにくい時には床に座って

履き替えることがあるため、履く前にテープをゆるくし

て履くようにしていく。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

支えがない場所やバランスが取りにくい時には座ること

があるため、壁に手がつく位置で靴の脱ぎ履きを行った。

支えがあることで、立位で履き替えができていた。本児

だけでなく、他児にも立位で履き替えることを促し、他

児を見て立位で履き替えることもできた。 

グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・立位で脱ぐことができた時にはたくさん認めてほめ、

達成感を味わうことができるようにする。 

・他の児童が立位で履き替えている様子を見て、立位で

履き替えるという意識をもつことができるようにする。 

・担任以外の教員に立位で履き替える経験も積み、定着

をめざす。 

・「手伝って」と言える機会を設ける。 



 

 

  
２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

１学期末よりも立位で靴を脱ぐことが増えてきている。

履く時にかかとがひっかかると、座って履くことがある。

左右の靴を履き間違えることがあるので、履く前や履い

てから教員と確認をし、履き直している。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

教員の促しがない場面では座って履くことがあるため、

促しや見守りは必要である。立位で履くことができた時

に、ほめることは有効であった。友だちの励ましがあっ

た時には、立位で履き替えていた。友だちからの励まし

も有効であった。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

 

 

引き続き、立位での靴の脱ぎ履きに取り組むことが課題

である。ほめることは有効であるため、立位で脱ぎ履き

ができた時には、ほめて達成感をもつことができるよう

にする。また、中庭で身体を動かして、遊びの中で体幹

を鍛えていく。 



身―４小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

■知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、□情緒障害、□視覚障害、□聴覚

障害、□その他（） 

・対象児童生徒の課題   

 

課題：  

・上着を自分で引っ張って脱ぐ。 

・健康観察簿を保健室まで落とすことなく持って行   

く。         

・自立活動の目標 ・上着を自分で脱ぐ。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き  コミュニケーション   

・支援の手立て ・初めは教員と一緒に取り組んで上着を脱ぐ動きを覚え

る。自分で出来るようになったらその分の支援を減ら

していく。 

・教員と一緒に健康観察簿を提出に行く。途中で落とし

たらその都度言葉かけをして意欲を持ち続けるように

する。無理強いすることなく係活動を楽しんで取り組

めるようにする。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・上着の裾を頭まで上げてから裾の橋を持たせると自分

で引っ張って脱ごうとしていた。頭と腕を服から脱ぐこ

とが課題。 

・気持ちが安定している時は健康観察簿を見せると自分

で抱えるように持って保健室の方へ歩き始めた。階段で

は観察簿を投げることが多い。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方

法等 

・信頼関係が出来てくると課題に取り組むことが見られ

るようになってきた。 

・無理強いをすると心を閉ざしてしまうように見える。

あそびの中で課題に取り組むような場面では意欲的に取

り組むことができた。 



 

 

  
グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検

討 

・参考になった支援方法等 

・活動前や活動中に本児が楽しいと思う遊びを取り入れ

るなどして本児が積極的に取り組めるようにする。 

・本児のペースや気持ちに合わせて取り組む。 

・オーバーリアクション、刺激多めな関わり。 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・気持ちが安定していて自分の取り組みに対して積極的

になっている時は椅子に座って着替えの体勢に入ると自

ら服の袖をつかんで引っ張る動きも見られた。半分ほど

脱がす介助をすると後は自分で脱ぐことができた。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方

法等 

・本児が不安な気持ちや怒りなどを感じないように配慮

したので自立活動の課題にもスムーズに取り組むことが

できた。 

・本児が好きな歌や手遊びなども取り入れながら取り組

むと積極的な姿勢が見られた。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検

討 

・児童生徒の来年度の目標、

課題等 

どの教員が指導しても、少ない支援で自分の課題に主体的

に取り組むことができる。 

 



身―５小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

□知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

■その他（ 脳性まひ ） 

・対象児童生徒の課題   

 

課題：更衣時に服を前後反対に着ることが多い。無地の

T シャツやボーダーなど前後が分かりにくい服が多い。

これまでは保護者の方に服に目印をつけてもらい前後が

分かるようにしていたが、服のサイズアップのため目印

がない服が増えてきている。また、前後を間違えている

ことに気づかないことが多い。前後を意識した更衣が本

児の課題である。 

・自立活動の目標 

 

・服の前後が意識できる。 

・タグの位置から服の前後が分かる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き  コミュニケーション   

・支援の手立て ・更衣前に教員と一緒にタグの位置を確認し、前後が意

識できるようにする。 

・更衣後に前後があっているか確認できるよう言葉かけ

をする。 

・更衣後に上衣のタグが前にないことを教員と一緒に確

認する。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・タグが前側に来ていないことを自ら確認し、前後があ

っているという自信があるときには自ら前後があってい

ることを話してくれた。 

・前後判別用のボタンがついたズボンは前後を自ら確認

し、履くことができた。 

・ポケットの多いズボンや前後の判別が難しいズボンは

前後を間違えることが多い。また、そういったズボンは

履きなおしを促したが、前後が逆のまま履きなおすこと

も多かった。 



 

 

  

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・毎日の更衣で前後があっているかの話をすることで、

本児が前後を意識するようになった。 

・前後の目印になるものがある服は間違えた後の更衣で

目印を示すことができたが、前後の判別が難しい服では

目印を示すことが難しく、2 度目の更衣でも前後を間違

えることが多かった。 

グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・更衣前にタグをもとに前後を確認し、裏面に養生テー

プなどで印をつけて、更衣時に前後が視覚的にわかるよ

うにする。 

SST 

→正のフィードバック（ほめる）：行動の強化 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・更衣前に前後を確認し、養生テープを貼りつけるとき

には前後の判別をすることができていた。 

・養生テープで印をつけることで、上衣の前後を間違え

ずに更衣することができた。 

・更衣室に忘れ物をすることが多かったため、更衣室に

はいかず、教室で男性教員が見ている中で更衣するよう

になった。教員の言葉かけで前後を間違えず更衣できる

ことが多かった。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・養生テープを貼ることで目印になり、前後を間違えず

上衣を更衣することができたので、効果的だった。 

・更衣以外の時間に前後を意識して上衣を着る練習をし

ていく。（ex:大きいサイズで服の上から前後を意識して

着る。） 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

 

 

・服の前後が意識できる。 

・タグの位置から服の前後が分かる。 

・次回懇談時に前後の判別が簡単な服の購入をお願いす

る。 



身―６小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

□知的障害、■自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   

 

・手先が不器用なため細かい動作や作業が苦手である。

やるべきことは分かっているが、集中力が少なく長い時

間取り組むことが難しい。 

・自立活動の目標 

 

・更衣の際、脱いだ衣服を自分でたたむことができるよ

うになる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持  心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握 身体の動き コミュニケーション   

・支援の手立て ・大きな動作で衣服をたためるよう、衣服を置き、数回

操作することでたたむことができるボードを用意するこ

とでたたむ手順を覚えることができるようにする。次に

クリアファイルに襟部分を合わせてたたむことで崩れず

にたたむことができるように支援する。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・教員と一緒にたたんだり指示されながら一人でたたん

だりすることを繰り返すことでたたむ手順を覚えること

ができボードを使って一人でたたむことができるように

なった。また、たたんだ衣服を崩さないように風呂敷の

上に置くこともできた。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・左右の袖をたたむ順序を固定することで児童に伝わり

やすかった。他の児童がたたむ様子を見せることも効果

的だったと感じた。 

グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・手本を見せる（教員・児童）は有効ではないか。 

・定期的に一緒に取り組む。 



 

 

  

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

教員の言葉かけなく自ら更衣、脱衣した服をたたむこと

ができるようになった。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

繰り返し行うことや、大いにほめることが児童のやる気

ややってみようという気持ちに繋がったように思う。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

更衣までの時間、終わった後の移動については言葉かけ

が必要、スムーズに行えるように指導、支援するために

どのようなことを目標にしていけばいいのか。 



身―７小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

□知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

■その他（ ダウン症候群 ） 

・対象児童生徒の課題   

 

・体幹が弱いため、正しい姿勢を維持するのが難しく、 

 猫背になっていることが多い。 

・運動動作がスムーズに行えず、手足の動きと体の動き 

 の連動がうまくできない。 

・自立活動の目標 

 

・立位で、登校靴から上靴（上靴から登校靴）に履き替

えることができる。 

・登下校の着替えにおいて、立位でシャツの袖やズボン

の袖を持って腕や足を抜き、シャツやズボンが裏返ら

ないように脱ぐことができる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き  コミュニケーション   

・支援の手立て ・壁にもたれて、右足（左足）を上げて左手（右手）で

靴を脱ぐ、身体の使い方を繰り返し練習するようにす

る。 

・右腕（左腕）の袖を左手（右手）でつかんで腕を抜く

など、交差させる身体の使い方を繰り返し練習するよ

うにする。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・壁にもたれると靴の履き替えは自分でできるようにな 

った。また、立位でシャツやズボンも脱げるようにな  

ったが、裏返らずに脱ぐことは難しかった。 

・課題としては、教員が見ていなかったらやろうとしな 

 いことである。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・本児の体を動かしながら教えることで、体の使い方が 

 身についていったように思う。今後の課題は、できる 

 のにやらないという心の成長を促すことである。 



 

  グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・SST の反復練習（繰り返す）：行動形式 

繰り返し練習することで行動が身についていく。 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・１学期から繰り返し練習することで、長袖の袖を持っ

たり長ズボンの裾を持ったりすることで裏返らずに脱

ぐことができるようになってきた。 

・カーテンの外から代わる代わる担任に声をかけらえる

ことによって、自ら着替えようとする様子が見られる

ようになってきた。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・本児の体を動かしながら教えることで、体の使い方が 

 身についていったように思う。課題としては、まだま 

 だ大人の目がないと着替えようとしないことである。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

 

 

〇目標 

立位で長ズボンを履くことができる。 

〇課題 

教員の見守りがなくても一人で着替えることができる。 



身―８小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

□知的障害、■自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   

 

・急いで物事を終わらせようとするため動作が雑になる

ことが多い。 

・指先を使う細かい動作を集中して行うことが苦手であ

る。 

・周りが気になり集中力が続かない。 

・自立活動の目標 ・給食の三角巾を机の上で固結びすることができる。 

・上記目標に対応する区分 健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き   コミュニケーショ

ン   

・支援の手立て ・1 回目の結び目をどこまで結べばよいかわかるよう

に、印をつけたり型を用意したりする。 

・教員が一緒に手を添えて繰り返し取り組む。徐々に支

援を減らす。 

・落ち着いて取り組めたときには大いに褒め、達成感を

感じられるようにする。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・初めはイライラしながら取り組んでいたが、何度も一

緒に取り組むことで見通しが持てるようになり、落ち着

いて取り組めるようになった。 

・2 回目を結ぶときは布が短くなり難しそうにしてお

り、支援が必要。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・1 回目の結び目を洗濯ばさみをはさんで印にしたが、

力加減が難しかったため、教員が三角巾を持って結び目

で止めた。繰り返し取り組むと途中で止めることが分か

るようなった。 

・徐々に頭の後ろで結ぶことにつなげたい。 



 

 

  
グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

SST のポイント②行動リハーサル：体験学習 

    ③正のフィードバック（ほめる）：行動の強化 

・三角巾の角に小さなリングをつけたり、ボールで型を

作ったり、視覚的な支援を増やし、繰り返し取り組む 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・教員の言葉かけや少し手を添えるなどの支援がある

と、落ち着いて取り組めるようになった。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・ボールと滑り止めシートで型を作った。一人で取り組

める部分が増えた。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

 

 

目標：教員と一緒に、頭の後ろで三角巾を結ぶ経験を積

む。 

課題：早く給食の用意をしたい気持ちがあり、いつも急

いで焦っている。課題を上げると、不安や焦りから気持

ちが不安定になる。褒められると嬉しそうにするので、

取り組むたびにたくさん褒める。教員と一緒に落ち着い

て取り組み、できた経験を積んでいきたい。 



身―９小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

■知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   

 

課題：階段の昇降 

手すりを持ってもたれたり、教員に身を預けたりしなが

ら階段を上っている。 

・自立活動の目標 

 

手すりを持たずに一人で階段を上ることができる。 

階段を一段一歩で上ることができる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き  コミュニケーション   

・支援の手立て 階段を上る際に手すり側の手に荷物や本児の好きなもの

を持って手すり側に寄りかからないようにする。また、

本児の後ろから手を添えるようにして安定して階段を上

れるようにする。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

取り組み始めは近くの教員の手を持とうとしたり、手す

り側に寄ったりしようとしていた。しかし、言葉かけを

しながら後ろから身体を支え、階段の中央を歩くことで

手すりを持たずに階段を上ろうとするようになった。 

階段中央を歩くには他の児童がいないときにする必要が

あるため階段の端でも手すりを持たずに階段を上ること

ができるようにする必要がある。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

本児の好きな教材で遊ぶことを励みに一人で階段を上る

ことができた。また、好きな音楽を流しながら本児と一

緒に手を叩いたり、足踏みしたりすることで楽しみなが

ら階段を上ることができた。 

グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・しゃがむ、立つ、背伸びするなどの遊びで下半身を動

かす習慣をつくる。 

・バランスボールを使ってバランス遊び。 

・本児の好きな教材を床から拾い上げる活動を取り入れ

る。 



 

 

  
２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・教員の言葉かけを模倣して「大丈夫、大丈夫」と言い

ながら手すりを持たずに階段を一人で上がろうとするよ

うになった。階段を一段一段踏みしめる力も強くなり、

ふらつきながら階段を上がることも少なくなってきた。

今後も継続して取り組んでいくことでよりしっかりと階

段を上がることができるような様子である。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・バランスボールの上に座って跳ねる遊びをするように

なり、回数を重ねていくことでその場で安定して跳ねる

ことができるようになった。足腰や体幹が鍛えられ今回

の結果につながったと考えられる。 

・取り組み始めたころは手すりや教員に体重をかけて身

を預けている状態だったが、続けることで手すりを持た

ずに階段を上がることができるようになったので継続す

ることの重要性を改めて感じた。 

ま
と
め 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

・手すりを持たずに一人で階段をより安定して上がるこ

とができる。 

・階段を一段一歩で降りる経験を積む。 



身―１０小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

■知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   

 

・トイレで定時排尿できるようになる 

 学校、家庭において布パンツにパットをつけて生活し

ている。便座に座っている時に排尿はないが、便座から

立った瞬間に排尿することもある。 

 トイレに座っての排尿が難しい理由も見つけられない

でいる。 

・自立活動の目標 ・便座に座って排尿する経験を増やす 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き  コミュニケーション   

・支援の手立て ・定時排尿を目指し、トイレで座る時間を設ける。 

・座位時に腹部へ力を入れる感覚をつかめるように、

様々な身体の動かし方を経験する。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・６月中旬まではトイレでの排尿はほぼ０ 

・６月下旬ころから、トイレでかなり少量ではあるが排

尿することがあった。 

・７月から布パンツのみで生活する時間を設定。失敗す

ることが多いが、夏休み前２日間はトイレでの成功回数

も多かった。 

・布パンツのみを嫌がる。トイレでの成功を目指そうと

すると、トイレへ行く回数、滞在時間がどうしてもなが

くなってしまう。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・トイレで排尿することが快として児童が受け入れるた

めの方法を見つけること 

・排尿が成功する時には、腰をたてて座っていることを

発見。（相担が発見）椅子座位を正しく座れるよう補助具

を作成したり、体操を行ったりしたことも効果があった

のか。 



 

 

  
グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・排尿が成功した時に、称賛することが大切 

・個室での時間が楽しすぎる場合は、一人で過ごすよう

にすることも必要か（一人で個室にいた際、立って便器

外で排尿したこともあるので、注意が必要） 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・登校時はいてくる紙パンツに排尿がない日が数回では

あるがあった。 

・回数的には多くないが、パットや紙パンツへの排尿を

我慢する様子が感じられ、トイレで排尿する意識が少し

育っている。 

・パットへ排尿していそうなとき、股を触る。 

 排尿感覚が育ってきている。 

・トイレに座った時には、少量でも排尿するようになっ

た。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・クラスの状況で継続して行うことが難しかった。 

・療育整体という手技を通して、身体を整えるアプロー

チを行った。排尿時の場面以外でも身体の使い方が上手

くなっていることから、身体の状態が少しずつ整ってき

ていると考えている。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

・定時でトイレへ行き、定時排尿を目指す。 

・様々な身体の使い方を覚え、排尿感覚をつかめるよう

になる。 



身―１１小高 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 高 

・対象児童生徒の障害 

 

■知的障害、□自閉症、□LD（学習障害）、■ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害、 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   ・靴を履くときに、床に座り込んで履こうとする。 

・自立活動の目標 ・立ったまま靴を履き替えられるようになる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き  コミュニケーション   

・支援の手立て ・イラストや動画を見せて、立ったまま靴を履き替える

イメージをつかめるようにする。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

イラストを見せたがあまり改善は見られなかった。しか

し、手をつないで「立って履き替えるよ」と声かけをす

ると、立位のまま履き替えられる回数が増えてきた。 

今後は手をつながず、声かけをせずとも立位で履き替え

らえるように習慣化していきたい。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

初めに見立てたイラストの使用はあまり効果的ではなか

ったが、違う手法で成功例が見られたのはよかった。 

今後どう習慣化させていくかが課題。 

グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

・参考になった支援方法等 

・動画（手間がかかるけど） 

・座らないような工夫（手をつく場所を示すなど） 

・本人がやっているところを撮影してフィードバックす

る 

・気持ちを乗せる（好きな曲、動画など） 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

「座らないような工夫」というところで、手すりを持つ

ように言葉かけをすると、手をつながなくても立って履

きかえることができるようになってきている。しかし言

葉かけをしないと座りこんで履きかえてしまう。 



 

 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

持つべき場所を具体的に示して言葉かけができたことは

よかったと思う。言葉かけがなくても立位で履き替えら

れるような意識づけが今後の課題。 

ま
と
め 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

 

 

・言葉かけをすれば立位で靴の着脱ができるようになっ

たので、来年度は視覚的支援をより充実化させ、言葉か

けがなくても立位での着脱ができるようになることを目

標とする。また着替えの場面ではまだ立位での衣服の着

脱ができていないので、来年度以降の課題とする。 


